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本研究では，女性にとっては比較的に新しいスポーツ種目であるサッカーとラクロス選手を対象として，それぞれ
の心理的要因の特徴を明らかにするため，心理的競技能力診断検査（DIPCA.３）を使用して，各下位尺度及び因子，
総合得点を比較検討した。その結果，尺度については，勝利意欲で女子サッカー選手の方が女子ラクロス選手よりも
得点が高かった。しかし，自信，予測力，協調性においては女子ラクロス選手の方が高い傾向を示した。自信，作戦
能力，協調性の３因子さらには総合得点においても尺度と同様の傾向が認められた。両種目ともに経験年数は少ない
にも関わらず，このような相違がみられたのは，女子ラクロス選手は定期的にメンタルトレーニングを取り入れてい
ることとも関連していると思われる。今後は，さらに横断的及び縦断的調査を実施して，競技力向上に関わる心理的
側面からのトレーニングやサポート内容を検討していく必要がある。
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【緒 言】

近年，スポーツ活動に関わる女性が増加していること
が報告されている。日本においても，今年（２０１２年）に
開催されたロンドンオリンピックへの派遣選手数を比較
しても女性の方が男性を上回っていた。これは参加種目
にも関連するが，その根底となる女性のスポーツ活動へ
の参加が増加し，さらに競技レベルが向上していること
が伺える。このように基本的にはスポーツ社会が男性中
心であった時代から，男女に関係なく，ほとんどの種目
がオリンピックでも実施されている。
一般的に，オリンピックも含め競技スポーツで実力を

発揮したり，最高のパフォーマンスを示すためには，体
力，技術，精神力の３要因が重要であることは明らかで
ある。その中でも，精神力に関しては，実際に目に見え
ない部分を扱うために，いわゆる科学的研究が進まな
かった。しかし，様々な機器や用具などの開発，トップ
アスリートの協力などを得て，最近では特に，精神力と
いう心理的側面がパフォーマンスに多大に影響すること
が示されてきた。諸外国の研究者も色々な機器や調査用
紙を開発して，その精神力を測定してきた。日本におい
ては，徳永ら（１９８７，１９８９）が中心となり，心理的側面
である精神力を具体的に測定できる「心理的競技能力診
断検査」の開発を行った。この調査用紙は特定のスポー
ツ種目に限らず，様々なスポーツ種目，異なる年齢（中
学生，高校生，大学生，社会人），異なる競技レベル（初
心者から国体レベル，プロなど）において調査され，そ
れぞれの特徴も明らかにされている。さらに，山崎ら

（２００８）は障害者スポーツである車椅子バスケットボー
ル選手の心理的競技能力の特徴を報告している。
一方，なでしこジャパンによる２０１１年の女子サッカー

ワールドカップ優勝，２０１２年のロンドンオリンピック準
優勝の活躍もあり，女子サッカー人気は急上昇である。
また，オリンピック種目ではないが，マスメディアでも
取り上げられている同様のボールゲームとしてラクロス
という新しい種目がある。この種目はグラウンドで走り
回りながらクロスを使用してパスをつなぎ，ボールを
ゴールに運び得点するという競技スポーツである。この
ように女子サッカーも含め，新しい競技に関する競技力
向上のための方法はあまり研究されていない。徳永ら
（２０００）の研究においても，男女合わせて約２，０００名弱
を対象として，約２５種目のスポーツを対象に調査してい
る。男子の中に，サッカー選手５０名，ラクロス選手８名
が含まれているものの，女子の中にはサッカー選手とラ
クロス選手は含まれていなかった。これまでの種目だけ
でなく，新しい種目さらには先述したように障害者ス
ポーツなど，幅広く調査することは，今後のスポーツ発
展につながるであろう。

【目 的】

本研究の目的は，女子スポーツ選手に注目し，その中
でも新しい種目である女子サッカー選手と女子ラクロス
選手を対象として，それぞれの心理的競技能力の特徴を
明らかにし，今後のさらなる競技力向上に活かすことで
ある。
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【方 法】

１．被 験 者
被験者は，２０１１年度関東大学女子サッカー連盟に所属

する選手１６名と２０１１年度日本学生ラクロス連盟関東支部
に所属する選手１９名であった。

２．調査時期
２０１１年１０月～１１月

３．調査方法
徳永らが開発した心理的競技能力診断検査（Diagnos-

tic Inventory of Psychological Competitive Ability for
Athletes３，以下「DIPCA―３」）を使用した。この検査
は，５２の質問項目から構成され，５因子構造（競技意欲，
精神の安定・集中，自信，作戦能力，協調性）と，さら
に５因子の下位尺度として１２尺度（忍耐力，闘争心，自
己実現意欲，勝利意欲，自己コントロール能力，リラッ
クス能力，集中力，自信，決断力，予測力，判断力，協
調性）及びLie Scale（４項目）から診断が可能である
（表１）。徳永らが調査した２０００年において，女子サッ
カー選手と女子ラクロス選手のデータは含まれていな
かった。
なお，事前に指導者（監督やコーチなど）の了承を得

て，さらに調査内容の説明および調査用紙回収は，本研
究者や協力者により実施した。

４．分析方法
各質問項目に対する回答を検査の診断基準に従い得点

化し，総合得点，各因子，各尺度の得点の平均値と標準
偏差を算出した。また，各種目（サッカー，ラクロス）
の特徴を示し，両種目間での比較を行った。なお，統計
処理にはStat View５．０J for Windowsを使用し，有意水
準を危険率５％未満とした。

【結果及び考察】

１．女子サッカー選手の特徴
本研究で対象とした女子サッカー選手の心理的競技能

力について，尺度別の平均得点は忍耐力１５．６点，闘争心
が１６．４点，自己実現意欲が１５．１点，勝利意欲が１７．０点，
自己コントロール能力が１３．３点，リラックス能力が１１．２
点，集中力が１３．８点，自信が９．１点，決断力が１０．３点，
予測力が１０．３点，判断力が９．８点，協調性が１７．２点で

あった（図１）。因子別では，競技意欲６４．０点，精神の
安定・集中３８．３点，自信１９．４点，作戦能力２０．１点，協調
性１７．２点，さらに総合得点１５８．９点であった。この結果
は，徳永ら（２０００）が調査した女子種目の中では，中～
低ランクに相当していた。球技種目であるバスケット
ボール（高校）やバレーボール（高校）と比較しても，
約１０点前後の相違がみられた。また，同種目の男子（高
校，短大・専門）と比較しても，１０点以上の差異がみら
れた。西村（２００２）らの男子大学サッカー選手の結果と
比較しても，５点ほど低い傾向であった。これは，女子
サッカーという種目が比較的新しい種目であり，競技経
験年数（平均２．１年）が少ないこととも関連していると
思われる。実際，本研究での対象者だけでなく，他の大
学においても大学入学後に本格的にサッカーを始めるこ
とが多いのが現状である。今回の調査では人数が限られ
ているため，本研究結果が全ての大学女子サッカー選手
の特徴であると断定することはできない。しかしながら，
先行研究の結果と照らし合わせることにより，その特徴
の一部が示された。さらに調査を継続し，女子サッカー
にはどのような心理的要因が重要であるかを検討する必
要がある。

２．女子ラクロス選手の特徴
本研究で対象とした女子ラクロス選手の心理的競技能

力について，尺度別の平均得点は忍耐力１４．７点，闘争心
が１７．１点，自己実現意欲が１５．７点，勝利意欲が１４．９点，
自己コントロール能力が１３．８点，リラックス能力が１２．８
点，集中力が１５．０点，自信が１１．４点，決断力が１１．７点，
予測力が１２．０点，判断力が１１．４点，協調性が１８．７点で
あった（図２）。因子別では，競技意欲６２．４点，精神の
安定・集中４１．６点，自信２３．２点，作戦能力２３．４点，協調
性１８．７点，さらに総合得点１６９．２点であった。この結果
は，徳永ら（２０００）が調査した女子種目の中では，中～
高ランクに相当していた。球技種目であるバスケット
ボール（高校）やバレーボール（高校）よりも高く，ソ
フトボール（高校）と同じ程度であった。また，競技レ
ベルでは全国大会出場レベルの結果とほぼ同じであった。
さらに男子と比較してもほぼ同じ得点であった。ラクロ
スという種目は，比較的に新しい種目であり，高校の部
活動でもほとんど経験することがなく，女子サッカー同

表１ DIPCA.３の因子及び尺度名

因 子 下 位 尺 度

競技意欲 ……忍耐力，闘争心，自己実現意欲，

勝利意欲

精神の安定・集中 ……自己コントロール能力，リラッ

クス能力，集中力

自信 ……自信，決断力

作戦能力 ……予測力，判断力

協調性 ……協調性

図１ 心理的競技能力の尺度別プロフィール（女子サッ

カー選手）
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様に大学から競技を始めることになる。競技経験年数が
少ないにも関わらず，ある程度の心理的競技能力を有し
ているということは，ラクロスという種目に心理的要因
が重要であることを示唆すると考えられる。今回の調査
では人数が限られているため，本研究結果が全ての大学
女子ラクロス選手の特徴であると断定することはできな
い。しかしながら，ラクロスという種目を詳細に検討す
ることで，心理的要因が競技力向上に影響することが予
想される。

３．両種目による比較
女子サッカー選手および女子ラクロス選手という新し

い種目での相違を検討するために，各尺度及び各因子，
総合得点を比較検討した。その結果，表２に示すように，

尺度では「勝利意欲（t（３３）＝２．７６，ｐ＜．０１）」，「自信
（ｔ（３３）＝２．５６，ｐ＜．０５）」，「予測力（ｔ（３３）＝１．８０，
ｐ＜．０５）」，「協調性（ｔ（３３）＝２．０２，ｐ＜．１０）」の４尺
度，因子では，「自信（ｔ（３３）＝２２３，ｐ＜．０５）」，「作戦
能力（ｔ（３３）＝１．８８，ｐ＜．１０）」，「協調性（ｔ（３３）＝２．０２，
ｐ＜．１０）」の３因子，さらに「総合得点（ｔ（３３）＝１．８４，
ｐ＜．１０）」において有意差及び有意な傾向が認められた。
勝利意欲のみ女子サッカー選手の方が高い傾向を示した。
これは，女子サッカーは調査時期がリーグ戦中，女子ラ
クロスはリーグ戦直後という時期の問題も関連している
と考えられる。また，その他の尺度，因子及び総合得点
においては，女子ラクロス選手の方が高い傾向を示した。
この結果は，女子ラクロスチームが定期的に（月１～２
回）メンタルトレーニングを取り入れており，その効果
の一部が示されたと思われる。プレーをする際に重要と
なる自信や作戦能力に優れ，さらに，チームスポーツで
は必要となるチームワークに関わってくる協調性得点が
高かった。女子サッカー選手の自信，決断力，判断力に
関しては，徳永ら（２０００）の結果と比較しても，低い傾
向であった。今後は，種目間の比較だけでなく，心理的
競技能力とパフォーマンスとの関係についても検討する
必要がある。

【ま と め】

本研究では，大学女子サッカー選手と大学女子ラクロ
ス選手を対象に心理的競技能力の特徴について検討した。
その結果，それぞれの種目での特徴が明らかになり，両
種目の比較ではラクロス選手の方が高い心理的競技能力

図２ 心理的競技能力の尺度別プロフィール（女子ラク

ロス選手）

表２ 両種目の比較

サッカー ラクロス 徳永ら

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 ｔ値 平均値

尺 度

忍耐力 １５．６ １．７９ １４．７ １．８０ １．４４ １４．１

闘争心 １６．４ ２．２５ １７．１ ２．０７ ０．９３ １５．８

自己実現意欲 １５．１ １．９５ １５．７ ２．１１ ０．９０ １６．５

勝利意欲 １７．０ １．８６ １４．９ ２．４４ ２．７６＊＊ １５．３

自己コントロール能力 １３．３ ２．２４ １３．８ ３．６１ ０．４６ １３．９

リラックス能力 １１．２ ３．０６ １２．８ ４．２３ １．３０ １２．３

集中力 １３．８ １．８７ １５．０ ３．２５ １．２９ １５．０

自信 ９．１ ２．６７ １１．４ ２．７６ ２．５６＊ １１．２

決断力 １０．３ ２．３６ １１．７ ２．７９ １．６１ １１．２

予測力 １０．３ １．２５ １２．０ ３．５６ １．８０† １０．７

判断力 ９．８ １．８１ １１．４ ３．４７ １．６８ １０．７

協調性 １７．２ ２．９３ １８．７ １．２５ ２．０３† １６．４

因 子

競技意欲 ６４．０ ５．６２ ６２．４ ４．８１ ０．９３ ６１．７

精神の安定・集中 ３８．３ ５．８２ ４１．６ ９．９６ １．１７ ４１．２

自信 １９．４ ４．８０ ２３．２ ５．１２ ２．２４＊ ２２．４

作戦能力 ２０．１ ２．６７ ２３．４ ６．６０ １．８８† ２１．４

協調性 １７．２ ２．９３ １８．７ １．２５ ２．０３† １６．４

総合得点 １５８．９ １１．４３ １６９．２ １９．６５ １．８４† １６３．１

†ｐ＜．１０ ＊ｐ＜．０５ ＊＊ｐ＜．０１

徳永ら；徳永ら（２０００）の研究を参考
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を有していることが分かった。今後は，競技力向上を図
るために，心理的側面からのトレーニングやサポートの
開発が必要となるであろう。
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